
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 30 日に本学

三原地域連携セン

ター主催、三原市共

催、広島県・県内全

市町・三原市医師

会・三原薬剤師会の

後援のもと全国の

予防接種行政担当

者に向けて「第 1 回

予防接種行政フォ

ーラム＆ワークシ

ョップ」を三原駅前

スペースサテラス

より配信しました。予防接種行政は COVID-19 等の

新興感染症対応や新規のワクチン導入、接種スケジュ

ールの変更などで必要な知識が多く、研修等の機会も

設けられていますが、多くの自治体が最新の状況や法

律の解釈、運用について常に情報を得ておきたいとい

うニーズに応えて実施しました。 

冒頭、三原市⾧、広島県 CDC 担当課⾧、三原地域

連携センター⾧の挨拶の後、前半のフォーラム部分で

は、ワクチンに詳しい小児科教授、厚生労働省の疫学

担当者、子宮頸がんと予防に詳しい産婦人科教授、予

防接種行政に関する法律に詳しい弁護士が講演を行

いました。次に厚生労働省健康・生活衛生局感染症対

策部予防接種課課⾧補佐より予防接種の履歴などを 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体間でも共有でき、今後導入予定の「予防接種

データベース（仮）」の意義と運用について説明があ

りました。 

後半のワークショップ部分ではワクチン管理の先

駆事例について三原薬剤師会より紹介があり、続いて

Web 会議システムやクラウド上のファイル共有を併

用しながら、予防接種行政に関するグループワークを

実施し、参加者の間で意見交換と討論が行われました。

また、まとめでは、参加した自治体担当者から質問が

多く寄せられ、講師が質問への回答とディスカッショ

ンが行われました。 

約 200 自治体から約 520 名（オンライン参加約 500

名、現地参加約 20 名）の申し込みがありましたが、当

日はあいにく九州から中四国地方が台風直撃となる

悪天候となり、自治体の多くが避難所開設や災害発生

準備段階であったため参加者は 400 名程度でした。そ

の後、この台風の対応で参加ができなかった自治体の

多くからオンデマンド配信の希望があり、オンデマン

ド配信を行いました。 

今回のフォーラム＆ワークショップでは参加した

市町村の担当者が予防接種行政に関する知識だけで

なく、参加した自治体における課題や予防接種推進の

ための工夫等も共有できる機会にもなりました。 
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主任介護支援専門員を対象とした令和 6 年度履修証

明プログラムについては、7 月 6 日に開講し、本年 2

月 11 日までの全 12 講座を実施しました。受講者は、

現任の主任介護支援専門員 5 名でした。 

本プログラムは、保健福祉学部の特性を活かした企

画となっています。第 1 回講座「ストーリーによる個

人と社会の理解」（作業療法学コース・吉川ひろみ教授、

他 3 名による）では座学だけでなく、実際に身体を使

ったゲームやロールプレイ、即興劇を行うことで、思

考の柔軟性を養ったり、共感することの意味を考える

講座となっています。何より、この講座により受講者

同士の距離が短時間で縮まり、2 回目以降の講座受講

を円滑に進めることができました。   

また、理学療法学コース・飯田忠行教授と作業療法

学コース・田中睦英准教授による「骨を知り、骨折予

防を考える」では、初めて自身の骨密度を測定する体

験を通して、骨折予防を我が事として学ぶ講座となっ

ています。そして、コミュニケーション障害学コース・

坊岡峰子教授、他 3 名よる「高齢者のコミュニケーシ

ョン障害と摂食嚥下障害」では、日頃聞く機会が少な

い言語聴覚士からの専門的な知見を学ぶ講座となっ

ています。 

近年、主任介護支援専門員には一事業所、一機関に

とどまらず、地域レベルでのスーパーバイザーとして

の役割が期待されています。そうした役割を果たすべ

く、人間福祉学コースの教員等により「地域共生社 

 

会を実現するためのインフォーマル・ケア活性化」・ 

「多問題世帯のアセスメントと介入法」・「事例を用い

たグループスーパービジョンの方法と実際」と題した

講座を提供しました。いずれの講座も受講者の満足度

が高く、受講修了後は学んだことを現場で活かすこと

が期待されます。 

 令和 7 年度で 3 回目を迎える履修証明プログラムで

すが、これまでの修了生のなかには本学大学院へ進学

した受講生も複数おり、学び直しの機会にもつながっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本プログラムは、3 部構成を 1 年間で学ぶプログラ

ムです。今年度で 3 期目になります。定員は 5 名の少

人数で実施し、履修された方の専門分野は、福祉分野

や医療・介護分野など、職種もソーシャルワーカー、

看護師、手話通訳士、児童福祉司とさまざまです。 

 

三原地域連携センターでは、公開講座等を活用して教育研究成果を提供していましたが、令和４年度からよ

り積極的な社会貢献を促進するため、社会人等を対象とした学習プログラム【履修証明プログラム】を開設して

います。今回は本年度開講した２つのプログラムについてご紹介します。 

〈受講生と金子教授（後列中央）〉 



 

このプログラムの特徴は、日常の実践に活かせる知

識と技術を獲得できることです。たとえばプログラム

の第 1 部では、家族を地域社会との関わりのなかで理

解する生成的システムズ理論を学びます。この理論を

学ぶことで、生活場面の問題が関係性の問題であるこ

と、特に専門家の言動が、家族に与えているマイナス

の影響についても理解することができます。第 2 部で

は、家族が訴える問題を解決するための具体的な知識

と技術について学びます。その過程で、これまでの自

身の面接の課題について振り返ることができ、新しい

技術は、ロールプレイで身に着けていきます。そして

第 3 部では、履修者が担当する事例を検討する形で学

びを深めます。自身の面接の逐語記録を作り、家族の

問題の生成メカニズムの評定、変化を作り出すための

支援計画の作成、そして技法選択と具体的な面接展開

を体験的に学んでいきます。 

また、このプログラムは、個々の専門家の実践のレ

ベルを上げるだけではなく、多職種による包括的支援

の新しい実践にもつながっています。例えば、昨年度

の履修者は、重複障害のある家族の多職種支援チーム

の構成員となり、効果的な支援を展開しておられます。

本プログラムを履修されているので、多職種でも同じ

理論基盤をもって支援にあたることができています。

そのため、各専門職のサービス提供活動が、家族の問

題解決力の向上にいかに寄与しているかを、相互に理

解し、助言しあえる関係が築けています。 

学修内容はハードだと思いますが、地域で家族支援

に関わっておられる多くの専門家の皆さんとこのプ

ログラムでお会いできることを期待しています。 

 

 

本学部は公益社団法人青少年育成広島県民会議

と連携し、毎年「青少年育成カレッジ」を開講して

います。本講座は広く青少年に関わる活動や仕事を

している方、青少年育成活動に関心のある方を対象

に青少年の心と健康、行動などを理解し、すこやか

に育むための知識や手法を学ぶことができる講座

となっています。 

本年度は、11 月 16 日サテライトキャンパスひろ

しまにて、保健福祉学部人間福祉学コース・伊藤泰

三講師が「活動に「世代間交流」の視点を取り入れ

てみよう」について開講しました。 

「世代間交流」とは、異なる世代の人々が交流し、

お互いの経験や知識を共有することを指します。 

午前の部では「世代間交流」の定義や必要性の紹

介を行い、「地域共生社会」との関連を含め受講者と

ともに考えました。また、午後の部では実際に行わ

れている「世代間交流」の事例紹介（幼老複合施設・

こども食堂等）から、受講者が実際に関わっている

活動に「世代間交流」の視点を取り入れたイベント

案を作成する演習を行いました。 

受講者からは「身近なテーマで取り組みやすかっ

た。」、「他の参加者の意見や各地域の情報を聞くこ

とができ、有意義だった。」とのご意見をいただきま

した。 

  

 

〈講義中の一コマ/大下准教授（中央奥）〉 



 

11 月 30 日に開催された表題イベントに、保健福祉

学部包括協定先である NPO 法人中国フットサルプロ

モーションからの依頼を受け、本学部理学療法学コー

スの学生 19 名がボランティアとして参加しました。 

広島エフ・ドゥは、中国フットサルプロモーション 

が運営する日本フットサルリーグ所属チームです。本

学保健福祉学部は、中国フットサルプロモーションと

令和５年２月に「包括的連携協力に関する協定書」を

締結しており、学生が教員とともに選手のコンディシ

ョニングサポートやイベント運営に携わっています。 

午前中は JFA フットサルフェスティバル 2024in 安

佐北「エンジョイ女子フットサル」が開催され、会場

設営およびボールボーイ等の運営補助を学生は体験

しました。また、午後からの F リーグ公式戦について

も、運営並びに設営・撤去作業の補助を体験しました。

公式ホーム戦が最後ということもあり、通常より多く

の観客が訪れたため、本学学生は大きな手助けとなっ

たと運営代表者からお礼の言葉を得ることができま

した。 

今回のボランティアでは、地域イベントの運営補助

や地域参加者との交流を体験することができ、学生に

とってはかけがえのない経験になったことと思いま

す。この機会を与えていただいた運営スタッフと選手

の皆さまに感謝申し上げます。 

 

 

 

地域連携センター報第 44 号をお届けします。 

本号では第 1 回予防接種行政フォーラム＆ワーク

ショップ、履修証明プログラム、青少年育成カレッ

ジ、学生のボランティア活動等について紹介してい

ます。 

三原地域連携センターは、昨年度に引き続き、本

年度も最終号を担当することとなりました。編集作

業をしながら、1 年を振り返りますと、個人的に印

象深かった事柄として、昨年８月末の台風 10 号が

あります。この影響により第 1 回予防接種行政フォ

ーラム＆ワークショップ、公開講座の開催が危ぶま

れました。台風の進行速度が遅く、進路が日々変わ

るため、連日台風情報を確認する日々でした。広島

県内は大きな被害はなく、胸をなでおろしましたが、

台風等の災害時における公開講座等のイベント開

催判断の難しさを学ぶこととなりました。 

今年度の様々な反省点を次年度に活かし、今後も

地域の皆様と協働で連携活動を推進して参ります

ので、引き続きご支援とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

県立広島大学地域基盤研究機構地域連携センター 

〒 734-8558 広 島 県 広 島 市 南 区 宇 品 東 １ 丁 目 1 番 71 号 

電話（082）251-9534／E-mail:renkei@pu-hiroshima.ac.jp 

https://www.pu-hiroshima.ac.jp/soshiki/renkei/ 
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地域基盤研究機構三原地域連携センター[本号編集担当] 
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